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子
ど
も
た
ち
が
遊
び
、
学
び
、

成
長
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
こ
ど
も

園
の
給
食
。
今
回
の
特
集
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
と
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
山
武
市
の
こ
ど
も
園

給
食
の
魅
力
に
せ
ま
り
ま
す
。

「
子
ど

も
た
ち
が

好
む
も
の

だ
け
で
な

く
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を

考
え
た
献

立
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
旬
の
食
べ

物
や
さ
ま
ざ
ま
な
調
理
方
法
を
取

り
入
れ
て
豊
か
な
食
経
験
を
し
て

も
ら
え
た
ら
。」
と
栄
養
士
さ
ん
。

取
り
組
み
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
こ
ち
ら
。

ス
ー
パ
ー
の
総
菜
コ
ー
ナ
ー
で
、

園
児
「
マ
マ
、
こ
れ
買
っ
て
。」
マ
マ�

「
・
・
あ
れ
っ
、
ひ
じ
き
の
煮
物
を

家
で
食
べ
た
こ
と
あ
っ
た
か
し
ら
。」

聞
く
と
、こ
ど
も
園
の
給
食
で
食
べ
、

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
思
い
を
の
せ
て

毎
日
、
各
園
の
調
理
室
で
は
調

理
員
さ
ん
が
献
立
に
基
づ
き
、
普

通
食
・
離
乳
食
（
中
期
・
後
期
・

完
了
期
）・
ア
レ
ル
ギ
ー
食
と
園

児
一
人
一
人
に
対
応
し
た
作
り
立

て
の
温
か
い
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
汁
物
や
煮
物
は
、
煮
干
し

や
カ
ツ
オ
節
か
ら
と
っ
た
ダ
シ
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
然
の
旨
味

成
分
た
っ
ぷ
り
の
ダ
シ
を
使
う
料

理
は
、
素
材
の
味
が
引
き
立
つ
薄

味
仕
立
て
で
、
さ
ら
に
加
工
品
は

極
力
避
け
て
ハ
ン
バ
ー
グ
や
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
手
作
り
で
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
園
児
に
一
番
人
気
の

「
鶏
の
か
ら
あ
げ
」
と
「
ラ
ー
メ

ン
」
も
塩
分
控
え
め
の
や
さ
し
い

味
わ
い
で
す
。
ま
た
、
給
食
を
通

じ
魚
に
は
骨
が
あ
る
の
で
よ
く
か

む
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
安
心
安

全
な
給
食
の
た
め
に
、
骨
の
多
い

魚
は
調
理
員
さ
ん
が
一
つ
一
つ
丁

寧
に
取
り
除
い
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
食
物
繊
維
を
補
う
た
め
白
米

に「
も
ち
麦
」を
加
え
炊
く
な
ど
、

美
味
し
さ
に
加
え
栄
養
面
も
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

食
材
や
味
付
け
が
重
な
ら
な
い

よ
う
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
園

児
も
お
友
だ
ち
と
同
じ
給
食
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
栄

養
士
さ
ん
、「
子
ど
も
た
ち
の
成

長
が
楽
し
み
」
と
い
う
調
理
員
さ

ん
、
毎
日
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
や

国
産
肉
、
魚
な
ど
を
届
け
る
市
内

の
食
材
店
さ
ん
、
食
材
等
の
生
産

者
さ
ん
、
園
の
先
生
方
。
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
の
お
皿
と
お
茶
碗

の
中
は
、
関
わ
る
人
た
ち
の
愛
と

ぬ
く
も
り
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

食
の
恵
み
と
多
く
の
方
の
思
い

に
「
い
た
だ
き
ま
す
。」
今
日
も
ま

た
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
給
食
が
始

ま
り
ま
す
。

▲９月26日㈫に提供された献立紹介
　ご飯、タンドリーチキン、コーンサラダ、
　ホワイトスープ、オレンジ、（牛乳）
　おやつ　バナナ、ゼリー

毎日、園長が検食しています。

※アレルギー食は青いラップで見分けをつけています。

特
集

「
こ
ど
も
園
の
給
食
が
育
む
健
や
か
な
未
来
」

０歳児・１歳児の
� 給食タイム

しらはたこども園

1010：：4545�洗面台で手をゴシゴシ�洗面台で手をゴシゴシ

1010：：5050�スプーンとフォークの�スプーンとフォークの
用意をして用意をして

1010：：5555�手を合わせて「〇△♪�手を合わせて「〇△♪
☆まちゅ!!」☆まちゅ!!」

1111：：0000�モグモグゴックン�モグモグゴックン
食事中食事中

1111：：2020�「あ～おいちい。�「あ～おいちい。
ちょっとだけお昼寝zzz」ちょっとだけお昼寝zzz」

PICK UP

【材　料】
ひじき　　　10ｇ
ニンジン　　20ｇ
キャベツ　　20ｇ
高野豆腐　　1個（10～15ｇ）
油揚げ　　　1/2枚
油　　　　　小さじ1
カツオダシ　60ｍｌ
砂糖　　　　小さじ1
しょうゆ　　小さじ1

【作り方】
①�ひじきは水で戻
し、イは千切りに。
②�ロはお湯（50～60℃）で戻し、
食べやすい大きさに切る。
③�ハは熱湯で油抜きし、細切りに。
④�フライパンに油を入れて熱し、
材料を入れてよく炒めたら、
ニとホを加えて煮る。

🍽こども園給食のレシピ🍽
～ひじきの煮物～

普通食普通食

離乳食（中期）離乳食（中期） 離乳食（後期）離乳食（後期）

検食検食

離乳食（完了期）離乳食（完了期） アレルギー食アレルギー食

市栄養士市栄養士
秋葉さん、金子さん秋葉さん、金子さん

こども園給食
↓レシピはこちら

イ

ニ

ロ
ハ

ホ



3 広報さんむ
2023.11月

令和６年度こども園・保育園・地域型保育施設の入園申込

T　子育て支援課　☎0475（80）2632

①こども園（長児部）・保育園・地域型保育施設
　《入園基準》　保護者の就労や病気などの理由により、お子さんを保育することができない家庭

②こども園（短児部）・幼稚園
　《入園資格》　市内に住所があり、次の年齢に該当する幼児
　　○３歳児……令和２年４月２日 ～ 令和３年４月１日生まれ ※なんごうこども園は４歳児～
　　○４歳児……平成31年４月２日 ～ 令和２年４月１日生まれ
　　○５歳児……平成30年４月２日 ～ 平成31年４月１日生まれ

《令和６年度入園希望の全ての方へ》　
• �面接では、家庭状況などをお尋ねします。必ず、入園を希望されるお子さんと保護者が第１希望の
施設の会場へお越しください。
• �現在、入園待機になっている方も新たに申し込みが必要です。希望者が多い場合は、希望の施設に
入園できないことがありますので、予めご了承ください。
•現在入園中の方は今回の申し込みは必要ありませんが、継続入園のための現況調査を行います。
•市外の保育施設の場合、希望する自治体の申請期限等をご確認のうえ、子育て支援課へご相談ください。
•令和６年１月から３月の入所を希望する方の受け付けは12月８日㈮までです。

申込書類
配布期間

令和５年11月1日㈬～　午前９時から午後５時まで（土 • 日 • 祝日除く）
募集案内 • 書類は、市ホームページからもダウンロード可
H  https://www.city.sammu.lg.jp/page/page003880.html

配布場所 市役所１階子育て支援課・公立こども園・公立幼稚園

受付期間
令和５年11月29日㈬～12月8日㈮
◆申し込みは先着順ではありません。
◆郵送でも受け付けします（受付期間内の消印有効）。

◎市内の公立こども園・私立保育園一覧
施設名 所在地 電話番号 受入年齢

公立
こども園

なるとうこども園 成東210-3 0475（82）1355

生後６カ月

～

就学前

なんごうこども園 上横地887-1 0475（82）2689

しらはたこども園 白幡1919 0475（82）1755

まつおこども園 松尾町金尾441 0479（86）2300

おおひらこども園 松尾町広根1182-1 0479（86）3456

公立幼稚園 日向幼稚園 雨坪12 0475（88）0624 3歳児～就学前

私立
保育園

日向保育園 椎崎1331-1 0475（88）2505 生後57日目

～

就学前
若杉保育園 横田172-1 0475（80）9052

蓮沼保育園 蓮沼ハの1033-3 0475（86）2193

◎地域型保育施設

地域型
保育施設

施設名 所在地 電話番号 受入年齢
五反田こどもの家 松尾町五反田2976 0479（74）8601 6カ月～３歳未満

キッズアップ 成東215-29 0475（82）0866 3カ月～３歳未満
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行政からの
お知らせ

information

　令和５年10月１日付けで浅野武男氏が人権
擁護委員として法務大臣から委嘱されました。
　人権擁護委員は、人権への関心を高める啓
発活動を行ったり、人権相談所を随時開設し
て、住民の皆さんからの人権相談に応じたり
しています。お気軽にご相談ください。相談日
程は、本紙20ページをご覧ください。

　令和５年10月１日付けで農業委員会会長および会
長職務代理者が交代になりました。
　農業委員は、農地の効率的な利用の促進や耕作放棄
地の解消など農業行政の適切な執行に努めます。

（仮称）山武市学校給食センターが『ＺＥＢ（ゼブ）』認証を取得しました

人権擁護委員就任人権擁護委員就任 農業委員会会長および　　　　農業委員会会長および　　　　
　　　　会長職務代理者の交代　　　　会長職務代理者の交代

浅
あさ

野
の

　武
たけ

男
お

　氏　（新任）

　　（会長）

　　齊
さい

藤
と う

　茂
しげる

　氏　
　　（会長職務代理者）

　　髙
たか

野
の

　正
まさ

夫
お

　氏　

ZEB（ゼブ）
⇒今回認証取得
した基準

一次エネルギーの年間消費量を50％以上削減し、再
生可能エネルギーを含めることで100％以上削減

Nearly ZEB
（ニアリーゼブ）

一次エネルギーの年間消費量を50％以上削減し、再
生可能エネルギーを含めることで75％以上100％未
満削減

ZEB Ready
（ゼブレディ）

一次エネルギーの年間消費量を50％以上削減（再生可
能エネルギーは除く）

ZEB Oriented
（ゼブオリエン
テッド）

一次エネルギーの年間消費量を40％以上削減（再生可
能エネルギーを除く）し、さらなる省エネルギーの実
現に向けた措置（再生可能エネルギーは除く）※延床面
積１万平方メートル以上の事務所等、学校等、工場等

　山武市では、（仮称）山武市学校給食センター改築工事の設計において、建築物省エネルギー性能
表示制度（ＢＥＬＳ）の最高ランクの５つ星を獲得すると同時に、「ＺＥＢ（ゼブ）」の認証を令和５年
７月31日付けで取得しました。
　地方公共団体における給食センターのＺＥＢ認証取得は、全国
で初となります（製造エリアを除いた事務所エリア限定）。
　また、公共施設におけるＺＥＢ認証取得は、千葉県で初となり
ます。
※�山武市では、2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロに
することを目指す「山武市2050ゼロカーボンシティ」を宣言し
ており、今回のＺＥＢ認証取得はゼロカーボンシティ宣言に資
する取り組みの一環として行っています。

■ＺＥＢとは
　「Net�Zero�Energy�Building（ネット・
ゼロ・エネルギー・ビル）」の略称で、
快適な室内環境を実現しながら、建物で
消費する年間の一次エネルギーの収支
をゼロにすることを目指した建物のこと
です。建物の中では人が活動しているた
め、エネルギー消費を完全にゼロにする
ことはできませんが、省エネによって使
うエネルギー消費量を正味（ネット）で
ゼロにすることができます。
　ＺＥＢは、削減量に応じて、右記の４
つに定義されます。

T　市民自治支援課　☎0475（80）1271 T　農業委員会　☎0475（80）1241

T　施設整備課　☎0475（80）1107
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小松地先市有地における土砂搬入に関する第三者委員会（※）を設置しました

◆第三者委員会の設置について◆
　山武市小松地先市有地における土砂搬入に関する事案について、第三者委員会（学識経験を有
する４人で組織）を令和５年９月22日に設置、第１回会議を開催しました。
　今後、本委員会から調査報告書が提出され次第、市ホームページ等で速やかにお知らせします。
（第三者委員会の所掌事務……事実関係の実態把握、再発防止策の提言、報告書の提出）

〈第三者委員会委員名簿〉

◆土砂搬入に関する経緯等について◆

〈対象市有地〉　山武市小松地先（約22,000㎡）※学校法人日本大学から寄付を受けた土地の一部
〈土砂搬入等の経緯（令和５年９月30日現在）〉
・�令和３年８月　�当該市有地に隣接する新設道路工事を進める過程で、以前より周辺住民から相

談のあった水溜まりの臭いの問題を処理することと併せて、跡地利用の準備を
進めることができることから、水溜まりの改善を行うこととしました。

　　　　　　　　�その後、建設発生土の提供の話があり、道路工事などに使用できるものと判断
し一時的に置くこととし、また、土砂の沈み込みを考慮して、必要な量を搬入
させることとしました。

・�令和４年３月　�土砂の搬入が始まり、６月初旬、想定より多い土砂量であったため、搬入作業を
停止しました。

・�令和５年7月　�小松浜区民を対象とした地区説明会を行いました。
・�令和５年８月　�土砂の地質調査を実施した結果、水素イオン濃度についてサンプル採取24カ所

すべて基準不適合と確認されました。
　　　　　　　　�この結果から「山武市残土の埋立てによる地下水の水質汚濁の防止に関する条

例規則」を踏まえ、再検査が必要となりました。

役　職 氏　名 職　業
委員長 拝

はい

師
し

　徳彦 弁護士
委　員 鶴見　泰 弁護士
委　員 原島　良成 中央大学法科大学院�教授
委　員 金田　一広 千葉工業大学�教授

（敬称略）

※�第三者委員会……原因究
明や再発防止策の検討な
どを目的に当事者以外の外
部有識者で構成。

T　総務課　☎0475（80）1112

T　土木課　☎0475（80）1183

※土砂搬入に関することや、第三者委員会の
　会議開催状況は市ホームページをご覧ください。
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

 

令
和
５
年
秋
接
種
実
施
中

◆
乳
幼
児
・
小
児

初
回
接
種
を
終
え
た
お
子
様（
生
後

６
カ
月
～
11
歳
）を
対
象
に
、
10
月
２

日
に
接
種
の
ご
案
内
を
発
送
し
ま
し
た
。

接
種
会
場
や
日
程
が
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
お
早
め

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
初
回
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、市
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
12
歳
以
上

12
歳
以
上
の
対
象
者
へ
、
接
種
券
を

順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
ワ

ク
チ
ン
供
給
状
況
に
よ
り
、
接
種
会
場

や
日
程
が
限
ら
れ
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
接
種
券

が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
お
早
め

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
未
使
用
の
接
種
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
令
和
５
年
秋
接
種
に
使
用
可
能

で
す
。
紛
失
等
で
再
発
行
を
希
望
す

る
場
合
は
、
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

�

☎
０
４
７
５（
７
７
）７
７
９
５

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

11
月
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
、
糖
尿
病
の
予

防
や
治
療
継
続
の
重
要
性
に
つ
い
て
周

知
す
る
重
要
な
機
会
に
な
っ
て
い
て
、

世
界
１
６
０
カ
国
で
糖
尿
病
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
今
や
世
界
の
成
人
人
口

の
お
よ
そ
10
・
５
％
と
な
る
５
億
３
７

０
０
万
人
が
抱
え
る
病
気
で
す
。
一
般

的
に
死
に
至
る
病
気
と
の
認
識
は
薄
い

で
す
が
、
年
間
６
７
０
万
人
以
上
が
糖

尿
病
の
引
き
起
こ
す
合
併
症
な
ど
の
原

因
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界

の
ど
こ
か
で
、
５
秒
に
１
人
が
糖
尿
病

に
関
連
す
る
病
で
命
を
奪
わ
れ
て
い
る

計
算
と
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
初
期

だ
と
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
気
づ
き
に
く
く
、
知
ら
ず
に
進
行
し

て
い
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
１
年
に
１
回
は
健
診
を

受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
特

に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
指

摘
さ
れ
た
人
は
生
活
を
振
り
返
り
、
甘

い
も
の
や
お
酒
な
ど
の
カ
ロ
リ
ー
の
摂

り
す
ぎ
・
運
動
不
足
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

毎
日
約
３
千
人
の
方
が
輸
血
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
献
血
バ
ス
で

の
献
血
を
実
施
で
き
る
場
所
が
少
な

く
、
血
液
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
状

況
で
す
。多
く
の
方
の
命
を
救
う
た
め
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
５
日
㈫　
午
前
10
時
～

11
時
45
分
・
午
後
１
時
～
４
時

会　
場　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間

お
酒
は
私
た
ち
の
生
活
に
豊
か
さ
と

潤
い
を
与
え
る
も
の
で
す
が
、
不
適
切

な
飲
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
は
、
本
人
の
健
康
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
仕
事
、
飲
酒
運
転
、
暴
力
な
ど

周
囲
の
方
々
へ
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

与
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
酒
と
の
付
き
合
い
方

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
お

酒
と
の
付
き
合
い
方
で
心
配
な
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
抱
え
込
ま
ず
、
専
門
機
関
等
へ
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

解
決
に
は
、
時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
と
大
切
な
方
を
守

る
た
め
に
、早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

⓫
月
㉚
日（
い
い
み
ら
い
）は

 

「
年
金
の
日
」で
す

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
千
葉
年

金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

　健康・福
祉

↓詳しくは
　こちら

日本年金機構
ホームページ
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
減
免

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
、
医
療
機
関
等

へ
の
一
部
負
担
金（
医
療
費
の
自
己
負

担
分
）の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金

に
つ
い
て
減
額
・
免
除
・
徴
収
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
別
な
理
由

・
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
ほ
か

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡

し
、
精
神
も
し
く
は
身
体
に
著
し
い

障
害
を
受
け
、
ま
た
は
資
産
に
重
大

な
損
害
を
受
け
た
と
き

・
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
雪
害
等
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
ほ
か

こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に
よ
り
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

・
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業

等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

・
そ
の
ほ
か
右
記
に
類
す
る
事
由
が

あ
っ
た
と
き

T　
国
保
年
金
課

　
国
民
健
康
保
険
の
方

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
方

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

 

控
除
証
明
書
が
発
送
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

 

大
切
に
保
管
を
～

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
５

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類（
控
除
証
明
書
や
領

収
証
書
）の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
２
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
令
和
５
年
10
月

３
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ
は
、
令

和
６
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定

で
す
）。

T　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

学
校
等
で
の
聞
こ
え
を
支
援
す
る
た
め

 

補
聴
器
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
難
聴
の
児
童
に

対
し
、
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

助
成
対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

・
18
歳
未
満
で
、
山
武
市
に
居
住
し
、

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
30
デ
シ

ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
方

・
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習

得
等
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る

と
医
師
が
判
断
し
た
方

・
同
一
世
帯
に
、
市
町
村
民
税
所
得
割

が
46
万
円
以
上
の
方
が
い
な
い
方

助
成
額
等　
基
準
価
格
の
範
囲
内
で
購

入
価
格
の
３
分
の
２（
１
０
０
０
円

未
満
切
り
捨
て
）

※
耐
用
年
数
は
原
則
５
年
で
、
経
過
後

に
更
新
す
る
費
用
も
助
成
対
象
で
す
。

必
要
書
類　
交
付
申
請
書
、
医
師
の
意

見
書
、
意
見
書
に
基
づ
き
補
聴
器
販

売
業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

※
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
４

⓫
月
は「
児
童
虐
待
防
止

 

推
進
月
間
」で
す

児
童
福
祉
法
・
児
童
虐
待
防
止
法
改

正
に
伴
い
、
し
つ
け
と
称
し
て
の
体
罰

は
虐
待
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
虐
待
に
は
、「
身
体
的
虐
待
」

「
性
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
」「
心
理
的

虐
待
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童（
18
歳

未
満
）が
い
ま
し
た
ら
、
子
ど
も
教
育

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡

い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。休

日
、
夜
間
に
つ
い
て
は
、
警
察
１

１
０
、ま
た
は
児
童
相
談
所
１
８
９（
イ

チ
ハ
ヤ
ク
）ま
で
。

T　
子
ど
も
教
育
課

　
相
談
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
４

日本年金機構
ホームページ
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行政からの
お知らせ

information

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
３
月
31

日
に
お
い
て
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

（
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
場
合
は
20

歳
未
満
）を
養
育
す
る
保
護
者
の
方
に

給
付
金
を
支
給
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

次
の
支
給
要
件
を
満
た
す
方
で
本
給

付
金
を
受
給
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
お

早
め
に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

◆
ひ
と
り
親
世
帯
分

①
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
た

め
、
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

②
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が

急
変
し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と

な
っ
て
い
る
方

◆
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分

③
令
和
５
年
度
の
住
民
税（
均
等
割
）が

非
課
税
の
方

④
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が

急
変
し
、
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相

当
に
下
が
っ
た
方

申
請
方
法

子
育
て
支
援
課
⑩
番
窓
口
か
郵
送
に

て
申
請（
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
必
着
）

支
給
額

　
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

そ
の
他

※
ひ
と
り
親
世
帯
分
と
ひ
と
り
親
世
帯

以
外
分
の
二
重
受
給
は
出
来
ま
せ
ん
。

※
離
婚
し
た（
ま
た
は
協
議
中
の
）方
、

Ｄ
Ｖ
避
難
中
の
方
は
、
給
付
金
を
ご

自
身
が
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

里
親
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
里
親
委
託

の
推
進
を
目
的
と
し
ま
し
て
里
親
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
里
親
に
な
り

た
い
方
、
里
親
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
等
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

な
お
、参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
17
日
㈰　
午
後
１
時
～

３
時

場　
所　
茂
原
市
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
必
要

事
項
入
力

S�

・
T　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
子
ど
も
家
庭

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば
オ
レ
ン
ジ

の
会

�

☎
０
４
７
０（
２
８
）４
２
８
８

⓫
月
⓬
日
㈰
～
㉕
日
㈯
は

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

 

な
く
す
運
動
」期
間
で
す

性
別
や
間
柄
を
問
わ
ず
、
暴
力
は
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
踏

み
に
じ
る
行
為
で
す
。
被
害
に
あ
っ
て

い
る
人
が
一
人
で
苦
し
ま
な
い
よ
う
、

暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ご
自
身
や
周
囲
の
方
で

被
害
を
受
け
て
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

T　
子
ど
も
教
育
課

　
相
談
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

�
☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
４

　
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
電
話
相
談

　
毎
日
24
時
間
受
付（
女
性
専
用
）

�

☎
０
４
３（
２
０
６
）８
０
０
２

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

性
犯
罪
・
性
暴
力
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期

間
中
、
全
国
一
斉
に
人
権
擁
護
委
員
が

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
通
じ

て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
で
は
、

次
の
と
お
り
相

談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ

お
電
話
く
だ
さ

い
。

日 　
時　
11
月
15
日
㈬
～
21
日
㈫　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
11
月
18

日
㈯
・
19
日
㈰
の
み
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

対 

応
者　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
女
性
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
千
葉

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

T�　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事

務
局（
千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
内
）

�

☎
０
４
３（
２
４
７
）３
５
５
５

暮
ら
し・環
境

↓申し込みは
　こちら
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「
火
を
消
し
て　
不
安
を
け
し
て

 

　
つ
な
ぐ
未
来
」

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

火
災
か
ら
大
切
な
命
と
財
産
を
守
る
た

め「
住
宅
防
火�

い
の
ち
を
守
る�

10
の

ポ
イ
ン
ト
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
４
つ
の
習
慣

１
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

２
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

３
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。

４
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
６
つ
の
対
策

１
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

２
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

３
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ

び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

４
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く
。

５
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

火
対
策
を
行
う
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
９

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

地
震
・
津
波
・
武
力
攻
撃
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

試
験
当
日
は
防
災
行
政
無
線
の
テ
ス

ト
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル
の
配
信

を
行
い
ま
す
。

日　
時　
11
月
15
日
㈬　
午
前
11
時
頃

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」３
回
繰
り
返
し

　
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
さ
ん
む
で
す
」

登
録
制
メ
ー
ル
の
送
信
内
容

件
名
：
国
民
保
護
情
報

本
文
：
千
葉
県
に
国
民
保
護
情
報
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

令
和
５
年
11
月
15
日
㈬
か
ら
令
和
６

年
２
月
15
日
㈭
ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す
。

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
な

狩
猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
器
具

等
の
消
毒
、
泥
の
洗
い
流
し
等
、
豚
熱

の
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

野
外
で
活
動
す
る
方
は
、
目
立
つ
服

装
を
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る

物
を
携
行
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

T　
千
葉
県
自
然
保
護
課

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
９
７
２

　
千
葉
県
山
武
地
域
振
興
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）３
８
６
２

  【 対策6 】● 火災の初期の段階で消火する
（初期・早期消火対策）

● 危ないと判断したら、素早く避難する
（早期避難）

《住宅防火いのちを守る10のポイントの考え方》

【 習慣1～4、対策1 】

【 対策2 】

【 対策3 】

【 対策4 】

【 対策5 】

● 火災を発生させない（出火防止）

● 早く知る・気づく（早期覚知対策）

● 燃え広がらせない（延焼拡大防止） ● 隣近所との
協力体制を構築する
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行政からの
お知らせ

information

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
さ
ん
む

～
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

 

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
～

私
た
ち
が
日
常
的
に
使
用
す
る
自
動

車
は
、
そ
の
走
行
な
ど
に
伴
い
、
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
取
り
組

み
と
し
て「
次
世
代
自
動
車
の
メ
リ
ッ

ト
」や「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

※
次
世
代
自
動
車
と
は
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車（
Ｈ

Ｖ
）、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
自
動
車
の
こ
と
で
す
。

◆
次
世
代
自
動
車
の
メ
リ
ッ
ト

・
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
や
大

気
汚
染
物
質
の
排
出
が
少
な
い
。

・
力
強
い
加
速
と
快
適
な
乗
り
心
地
で

経
済
的
で
あ
る（
燃
費
性
能
に
優
れ

て
い
る
）。

・
自
宅
で
充
電
で
き
、
給
油
の
手
間
が

大
幅
に
軽
減
さ

れ
る（
Ｅ
Ｖ
、

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）。

・
災
害
時
の
電
源

と
し
て
も
活
用

可
能（
Ｅ
Ｖ
、

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）。

［
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）、
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）

に
関
す
る
市
の
補
助
制
度
］

●�

山
武
市
住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促

進
事
業
補
助
金

�

◆
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

�　
私
た
ち
が
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き

に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
す
る
こ
と
で

Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が

削
減
で
き
ま
す
。

・
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル（
穏
や
か
に
ア

ク
セ
ル
を
踏
ん
で
発
進
す
る
）

・
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
加

速
・
減
速
の
少
な
い
運
転
を
す
る
。

・
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
す
。

・
エ
ア
コ
ン
を
適
切
に
使
用
す
る
。

・
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る
。

・
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て
出
発

す
る
。

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
点
検
す
る
。

・
不
要
な
荷
物
を
降
ろ
す
。

・
ほ
か
の
車
の
燃
費
を
悪
化
さ
せ
る
の

で
迷
惑
駐
車
は
や
め
る
。

・
自
分
の
車
の
燃
費
を
確
認
し
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
効
果
を
把
握
す
る
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
⓫
月
号

電
車
内
で
多
発
‼ 

 
 

「
す
り
・
置
引
き
」に
ご
注
意

電
車
内
で
う
た
た
寝
を
し
た
と
き
、

満
員
電
車
で
身
動
き
が
と
れ
な
い
と

き
、
そ
の
隙
に
乗
じ
て
ポ
ケ
ッ
ト
や
手

荷
物
に
対
す
る
す
り
や
置
引
き
な
ど
の

犯
罪
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
荷
物
や
個
人
情
報
が
盗
ま
れ

て
し
ま
い
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
財
布
な
ど

の
貴
重
品

を
ズ
ボ
ン

の
後
ろ
ポ

ケ
ッ
ト
、

リ
ュ
ッ
ク

の
ポ
ケ
ッ

ト
な
ど
、
自
分
の
目
の
届
き
に
く
い

と
こ
ろ
や
、
周
囲
か
ら
見
え
や
す
く

取
り
出
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
し
ま
う

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
深
夜
の

電
車
内
や

駅
ホ
ー
ム

は
犯
人
が

狙
っ
て
い

ま
す
。
お

酒
を
飲
ん

だ
時
に
は

注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
な
の
で

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ッ
グ
は「
抱
え
る
」「
た
す
き
掛
け

に
す
る
」な
ど
し
て
、
自
分
の
体
か

ら
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
必
要
に
密
着
し
て
く
る
人
に
は
、

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◆
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
は
、
生
年
月
日

な
ど
身
分
証
な
ど
か
ら
類
推
で
き
る

も
の
は
避
け
、
生
体
認
証
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
、
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
わ
か
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
、
不
正
使

用
で
き
な
い
よ
う
に
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
で
ロ
ッ
ク
を
か
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

◆
通
報
先

・
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

・
千
葉
県
警
察
本
部
鉄
道
警
察
隊

�

☎
０
４
３（
２
２
２
）３
５
６
３

・
緊
急
時
は
１
１
０
番
を
お
願
い
し
ま

す
。

T　
山
武
警
察
署
生
活
安
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
１
１
０

↓詳しくは
　こちら
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老
後
の
生
活
に
備
え
て

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

自
分
で
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
を
原
資
と
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
、

農
業
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
老
後
の
生
活

に
備
え
加
入
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
加
入
資
格

・
原
則
20
歳
以
上
60
歳
未
満

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

◆
保
険
料
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

・
原
則
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

ま
で
千
円
単
位
で
自
由
に
設
定
で
き

ま
す
。

◆
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で
す

・
自
ら
積
み
立
て
た
そ
の
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
で
加
入

者
・
受
給
者
の
数
に
左
右
さ
れ
に
く

い
年
金
で
す
。

◆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

で
す

・
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
、
仮

に
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場
合
で
も
、

80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
老
齢
年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し
て

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

　
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

◆
担
い
手
を
対
象
に
保
険
料
の
国
庫
補

助
が
あ
り
ま
す

・
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
た
方
に
は
、
保
険
料

の
国
庫
補
助（
月
額
最
高
１
万
円
）が

あ
り
ま
す
。

T　
農
業
委
員
会
事
務
局

　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
４
１

　
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

�

☎
０
３（
３
５
０
２
）３
１
９
９

⓫
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

 

対
策
強
化
月
間
」で
す

11
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対

策
強
化
月
間
」で
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
、
動
物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
人
が
犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が
、
令
和

４
年
度
は
千
葉
県
内
で
１
７
７
件
発

生
し
ま
し
た
。

・
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健
所

へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病

の
疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の

検
診
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

・
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼
い
方
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
門

や
玄
関
か
ら
犬
が
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
公
園
な
ど
も
含
め
、
犬
の
放
し
飼
い

は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

散
歩
は
犬
を

制
御
で
き
る

人
が
、
短
い

引
き
綱
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

◆
狂
犬
病
は
人
に
も
う
つ
り
、
発
症
す

る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
家
族
や
愛
犬
を
守

る
た
め
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接

種
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
犬
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
法

律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い
主
の
義
務
で

す
。

◆
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ふ
ん

尿
や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を
防
止
で

き
、
感
染
症
等
の
危
険
か
ら
猫
や
人

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ト
ラ
、
サ
ル
、
タ
カ
、
ワ
ニ
、
マ
ム
シ

な
ど
の
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
の
あ

る
危
険
な
動
物（
特
定
動
物
）は
、
法

律
に
よ
り
原
則
飼
う
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

T　
山
武
保
健
所（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）０
６
１
１

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を

購
入
す
る
と
補
助
金
が
出
ま
す

市
で
は
、
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
環

境
に
や
さ
し
い
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
薪
を

利
用
し
た
ス
ト
ー
ブ
等
を
購
入
設
置
し

た
方
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
今

こ
そ
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
対
象
機
器
・
補
助
金
の
上
限
額

①
薪
ス
ト
ー
ブ　

�

　
10
万
円

②
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ�

　
15
万
円

③
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー��

20
万
円

※
対
象
経
費（
購
入
・
設
置
費
）の
２
分

の
１
以
内

◆
対
象
と
な
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

・
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
法
人
お
よ

び
団
体

◆
対
象
施
設

　
市
内
の
住
宅
、
店
舗
、
作
業
場
、
事

務
所

※
購
入
前
に
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

T　
農
政
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
３

産
　
業
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千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業

 

山
武
市
産
業
ま
つ
り

山
武
市
の
農
産
物
や
商
・
工
業
製
品

が
一
同
に
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当

日
は
、
地
場
の
特
産
品
販
売
や
農
作
物

の
即
売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
団
体
等
の
無
料
配
布
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
23
日（
木
・
祝
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時　
雨
天
決
行

　
（
午
前
９
時
30
分
開
会
式
、
午
前
10

時
販
売
開
始
）

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
ら
ら
ぎ
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

T　
商
工
観
光
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
２

農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
を

 

募
集
し
ま
す

公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会

（
以
下
機
構
）は
、
農
地
の
中
間
的
受
け

皿
と
な
り
、
高
齢
な
ど
を
理
由
に
農
業

を
リ
タ
イ
ア
す
る
方
な
ど（
出
し
手
）か

ら
農
地
を
借
り
受
け
、
意
欲
あ
る
担
い

手（
受
け
手
）へ
貸
し
付
け
る
こ
と
で
、

農
地
の
集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
方
や
、
農
地
を
借

り
た
い
方
は
、
農
地
の
あ
る
市
町
村
ま

た
は
機
構
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

T　
農
政
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
１

　
（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
０
１
１

林
業
整
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す

る
た
め
、
今
回
は「
危
険
木
」へ
の
対
処

方
法
を
テ
ー
マ
に
、
林
業
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
少
し
で
も
森
林
や
林
業

に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　
時　
12
月
３
日
㈯　
午
前
９
時
～

正
午

場　
所　
「
日
向
の
森
」の
森
林

内　
容　
新
た
な
危
険
木
を
生
ま
な
い

た
め
に
ロ
ー
プ
を
使
用
し
、
木
を
倒

し
た
い
方
向
に
安
全
確
実
に
伐
倒
す

る
方
法
を
学
び
、ロ
ー
プ
の
か
け
方
、

��

結
び
方
、
倒
し
方
な
ど
を
実
践
し
て

い
き
ま
す
。

定　
員　
15
人（
事
前
申
込
制
・
参
加

費
無
料
）

T　
農
政
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
３

松
尾
商
工
業
協
同
組
合

サ
ー
ビ
ス
券
終
了
の
お
知
ら
せ

松
尾
商
工
業
協
同
組
合
加
盟
店
で
配

布
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
券
の
使
用
期
限

は
、
11
月
末
で
す
。
ま
だ
お
手
元
に
あ

る
方
は
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

T　
松
尾
商
工
業
協
同
組
合

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

口
座
振
替
に
よ
る
市
税
納
付
を
促
進

す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

ま
す
。
期
間
中
に
、
市
税
の
口
座
振
替

を
申
し
込
み
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
50
人
に
、
山
武
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
卓

上
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
市
税
納
付
は
、
納

め
忘
れ
が
な
く
、
金
融
機
関
な
ど
に
出

向
く
手
間
が
省
け
て
、大
変
便
利
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
収
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
11
月
１
日
㈬
～

30
日
㈭

対
象
と
な
る
方　
市
税
の
口
座
振
替
を

申
し
込
み
さ
れ
た
方（
新
規
ま
た
は

税
目
の
追
加
）

対
象
と
な
る
税
目　
市
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
税

記
念
品
の
発
送　
12
月
末
予
定

※
当
選
者
の
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

T　
収
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
５
２

税

↓詳しくは
　こちら

2024年（令和6年）卓上カレンダー
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税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

千
葉
県
下
一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間

私
た
ち
が
利
用
す
る
公
園
・
学
校
な

ど
の
公
共
施
設
、
教
育
・
警
察
と
い
っ

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
皆
さ
ん
が

納
め
て
い
る
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
は
納
期
限
ま
で
に
納
税

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
一
部

の
方
が
滞
納
し
て
い
る
状
況
で
す
。

千
葉
県
と
県
内
全
54
市
町
村
は
、
10

月
～
12
月
を「
県
下
一
斉
滞
納
整
理
強

化
期
間
」と
し
て
、勤
務
先
・取
引
先
・

金
融
機
関
へ
の
調
査
、
差
押
え
、
自
宅

の
捜
索
な
ど
の
滞
納
整
理
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
税
金
は
期
限
内
に
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

T　
千
葉
県
税
務
課

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
１
２
７

　
収
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
５
１

山
武
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

 

参
加
者
募
集

期　
日　
11
月
19
日
㈰

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館

参
加
資
格　
山
武
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
に
在
籍
し
て
い
る
方
お
よ
び
親

交
の
あ
る
方

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

試
合
形
態　
初
級
者
か
ら
経
験
者
ま
で

の
男
女
混
合
の
団
体
戦
と
な
り
ま
す
。

　
個
人
で
申
し
込
み
、
大
会
当
日
抽
選

で
チ
ー
ム
を
決
め
ま
す
。

申
込
方
法　
山
武
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
ブ
ロ
グ
の

入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

H�http://katum
it24.livedoor.blog/

申
込
期
限　
11
月
12
日
㈰

T�　
山
武
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部（
高
橋
）

m
katum

it24@
outlook.jp

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

 

参
加
者
募
集

期　
日　
11
月
12
日
㈰

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館

参  

加
資
格　
一
般
市
民
大
会
の
初
心
者

レ
ベ
ル
の
方

参
加
費　
１
人
１
０
０
０
円（
中
学
生

以
下
５
０
０
円
）

定　
員　
60
人

試
合
形
態　
練
習
感
覚
の
ダ
ブ
ル
ス
で

１
試
合
ご
と
に
ラ
ン
ダ
ム
に
ペ
ア
を

替
え
、
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
順
位
を
決

定
し
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト
や
グ
ッ
ズ
な
ど
豪
華
賞
品
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

申
込
方
法　
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
10
日
㈮

T　
山
武
郡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

m
sanbu-bad@

googlegroups.com

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 

を
開
催
し
ま
す

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身

近
な
病
気
で
す
。
今
年
度
は
市
内
に
あ

る
３
カ
所
の
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
知
識
を
正
し
く
理

解
し
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

申
込
方
法　
電
話

［
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）］

申
込
期
間　
11
月
1
日
㈬
～
30
日
㈭

◆
成
東

日　
時　
12
月
８
日
㈮　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

会　
場　
山
武
市
役
所
車
庫
棟
第
７
会

議
室

定　
員　
20
人（
要
事
前
申
し
込
み
）

S�

・
T　
成
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

◆
松
尾
・
蓮
沼

日　
時　
12
月
５
日
㈫　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

会　
場　
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
員　
20
人（
要
事
前
申
し
込
み
）

S�

・
T　

松
尾
蓮
沼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
９（
７
４
）３
３
６
６

◆
山
武

日　
時　
12
月
22
日
㈮　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

会　
場　
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館

定　
員　
20
人（
要
事
前
申
し
込
み
）

S�

・
T　
山
武
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）８
０
２
２

催
し・募
集
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山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

正
規
職
員
採
用
試
験
案
内

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令

和
６
年
４
月
１
日
付
け
採
用
予
定
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
の
仕
事
に
情
熱
の
あ
る
方
、
こ

れ
ま
で
の
学
び
や
経
験
を
福
祉
の
仕
事

に
生
か
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る

方
、
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

職　
種　
社
会
福
祉
協
議
会
に
関
す
る

業
務
全
般

採
用
日　
令
和
６
年
４
月
１
日

採
用
人
数　
２
人

受
験
資
格　
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方（
令

和
６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方
を
含
む
）

試
験
日　
12
月
３
日
㈰　
午
前
10
時

試
験
会
場　
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

応
募
受
付
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
11
月

16
日
㈭（
必
着
）

※
詳
細
の
ご
案
内
お
よ
び
申
込
書
な

ど
、
詳
し
く
は
本
会
で
配
布
す
る
募

集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

T　
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）７
１
０
２

令
和
５
年
度「
福
祉
の
し
ご
と
就
職

フ
ェ
ア
・

ち
ば
」参
加
者
募
集

社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
等
へ
就
職

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
採
用
担
当

者
と
の
個
別
面
談
や
福
祉
職
場
に
関
す

る
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
10
日
㈰　
午
前
11
時
～

午
後
３
時（
午
前
10
時
30
分
受
付
開

始
）

場　
所　
船
橋
市
民
文
化
創
造
館（
き

ら
ら
ホ
ー
ル
）

※
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル
６
階（
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅

南
口
よ
り
徒
歩
２
分
、
京
成
船
橋
駅

東
口
よ
り
徒
歩
２
分
、
東
武
ア
ー
バ

ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
船
橋
駅
南
口
よ
り

徒
歩
２
分
）

参
加
費　
無
料（
事
前
申
込
・履
歴
書
・

ス
ー
ツ
不
要
）

T�　
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会　
千
葉

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
３
０
６
）１
２
７
７

　
［
月
～
土
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
６

時（
祝
日
除
く
）］

令
和
５
年
度
福
祉
人
材
就
職
面
接
会

 

～
介
護
就
職
デ
イ
～

医
療
・
福
祉
の
現
場
で
は
、
多
く
の

人
手
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
で
は
、
医
療
・

福
祉
職（
看
護
・
介
護
等
）へ
の
就
職
を

希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
求
人
企
業
24
社
の
参
加
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
開
催
前
日
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
30
日
㈭　
午
後
０
時
30

分
～
３
時
50
分

場　
所　
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
８
番
地
５
）

対　
象　
医
療
・福
祉
の
職
種（
看
護
・

介
護
等
）へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方

定　
員　
先
着
１
０
０
人

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
の
窓

口
ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

T�　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
人
材
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー

�
☎
０
４
３（
２
０
４
）７
１
２
３

�
F
０
４
３（
２
０
４
）６
１
８
８

女
性
向
け
再
就
職

 

支
援
セ
ミ
ナ
ー

期　
日　
11
月
21
日
㈫

場　
所　
あ
さ
ひ
市
民
セ
ン
タ
ー（
旭

市
二
の
２
７
８
７
番
地
１
）

参
加
費　
無
料

主　

催　

旭
市
・
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

共　

催　

匝
瑳
市
・
香
取
市
・
山
武

市
・
多
古
町
・
芝
山
町
・
横
芝
光
町

◆
セ
ミ
ナ
ー

時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

対　
象　
在
職
・
求
職
中
問
わ
ず
就
職

活
動
中
の
女
性

内　
容　
自
己
理
解
と
就
職
ス
キ
ル

・
女
性
を
取
り
巻
く
環
境

・
自
己
分
析
で
強
み
を
見
つ
け
る

・
応
募
書
類
と
面
接
対
策

定　
員　
30
人（
事
前
予
約
先
着
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
は
雇
用
保
険
の
求
職
活
動

実
績
の
対
象
と
な
り
ま
す
。「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」を
当
日
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

◆
相
談

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

対　
象　
同
日
開
催
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

定　
員　
４
人（
事
前
予
約
先
着
順
・

１
人
30
分
程
度
）

S�

・
T　
旭
市
商
工
観
光
課

�

☎
０
４
７
９（
６
２
）５
８
７
４

↓詳しくは
　こちら
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心
の
健
康
づ
く
り
市
民
研
修
会

「
あ
な
た
が
大
切
な
人
に
で
き
る
こ

と
」。
昨
年
度
大
好
評
だ
っ
た
澤
登
先

生
に
よ
る
講
演
第
２
弾
！
あ
な
た
自
身

や
周
り
の
人
に
寄
り
添
う
方
法
を
伝
え

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
演
内
容

・
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
方
法

・
自
分
を
人
生
最
強
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

す
る
方
法

・
悩
ん
で
い
る
人
へ
の
気
づ
き
方
、
声

の
か
け
方

・
存
在
価
値
を
感
じ
る
に
は　
他

日　
時　
12
月
３
日
㈰　
午
前
10
時
～

11
時
30
分（
午
前
9
時
30
分
受
付
開

始
）

会　
場　
山
武
市
役
所
本
庁
３
階　
大

会
議
室

講　
師　
株
式
会
社
あ
り
が
ト
ン

　
代
表　
精
神
保
健
福
祉
士
う
つ
専
門

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
澤
登
和
夫�

氏

定　
員　
70
人

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
12
月
１
日
㈮

※
要
事
前
申
込
み

S�

・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

成
東
中
央
公
民
館
講
座

受
付
期
間　
11
月
4
日
㈯
～
18
日
㈯

※
６
・
７
・
13
日
の
休
館
日
除
く

開
催
場
所　
成
東
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

※
先
着
順
・
定
員
を
超
え
た
場
合
、
未

経
験
者
優
先

申
込
方
法　
成
東
中
央
公
民
館
の
窓
口

ま
た
は
電
話

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ー
ド
教
室

日　
時　
11
月
26
日
㈰　
午
後
１
時
～

３
時
30
分

定　
員　
15
人

材
料
費　
２
０
０
０
円

持
ち
物　
は
さ
み
、
ボ
ン
ド
、
ホ
チ
キ
ス

◆
大
人
の
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
教
室

日　
時　
12
月
３
日
㈰　
午
前
９
時
～

正
午

定　
員　
10
人

材
料
費　
１
５
０
０
円（
枠
別
途
１
３

２
０
円
）

◆
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
イ
ト
教
室

日　
時　
12
月
３
日
㈰　
午
後
２
時
～

４
時

定　
員　
20
人

材
料
費　
２
５
０
０
円

◆
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

日　
時　
12
月
７
・
21
日
㈭　
午
前
10

時
～
正
午

定　
員　
15
人

教
材
費　
１
０
０
０
円（
各
回
）

持
ち
物　
鏡
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

◆
大
人
の
折
り
紙
教
室

日　
時　
12
月
13
日
㈬　
午
後
１
時
30

分
～
3
時
30
分

定　
員　
10
人

材
料
費　
５
０
０
円

S�

・
T　
成
東
中
央
公
民
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

松
尾
公
民
館
講
座

◆
英
語
検
定

検
定
日
時　
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

・
４
級
～
５
級　
午
前
９
時
45
分
～
11

時
45
分

・
２
級
～
３
級　
午
後
０
時
35
分
～
３

時
◆
漢
字
検
定

検
定
日
時　
令
和
６
年
１
月
20
日
㈯　

午
前
８
時
45
分
～
10
時
15
分

◆
算
数
・
数
学
検
定

検
定
日
時　
令
和
６
年
１
月
27
日
㈯　

午
前
８
時
45
分
～
11
時
30
分（
６
級

～
11
級
は
午
前
９
時
50
分
ま
で
）

募
集
方
法　
次
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た

応
募
箱
に
申
込
用
紙
を
投
函

①
市
内
小
中
学
校

②
松
尾
公
民
館（
月
曜
日
除
く
）

募
集
期
間　
11
月
６
日
㈪
～
14
日
㈫

対
象
者　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で

検
定
料　
受
験
級
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

そ
の
他　
抽
選
制
と
し
、
抽
選
結
果
は

11
月
24
日
㈮
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
対
策
講
座
は
無
料
で
す
。
日
時

は
応
募
用
紙
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

T　
松
尾
公
民
館

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）３
０
９
０

令
和
６
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学
校

学
生
の
募
集
に
つ
い
て

資　
格　
社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
千
葉

県
在
住
の
55
歳
以
上
の
方

募
集
期
間　
11
月
10
日
㈮
～
12
月
20
日
㈬

願
書
配
布
場
所　
生
涯
大
学
校
各
学
園

　
・
各
市
町
村
高
齢
者
福
祉
課
・
各
地

域
振
興
事
務
所
・
県
高
齢
者
福
祉
課

※
郵
送
希
望
者
は
、
１
４
０
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
２
）を
同
封

し
郵
送

郵
送
先　
〒
２
６
０
︱
０
８
０
１　

千
葉
市

中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
６
番
地
２

T　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

�

☎
０
４
３（
２
６
６
）４
７
０
５

※
千
葉
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
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行政からの
お知らせ

information

千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学
園
祭

各
種
作
品
の
展
示
、
芸
能
発
表
、
野

菜
・
花
苗
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

日　
時　
11
月
18
日
㈯　
午
前
10
時
～

午
後
４
時
・
19
日
㈰　
午
前
10
時
～

午
後
２
時
30
分

場　
所　
外
房
学
園
茂
原
校
舎（
茂
原

市
本
小
轡
３
１
９
番
地
１
）

入　
場　
無
料

T　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学
園

�

☎
０
４
７
５（
２
５
）８
２
２
８

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
お
米
で
つ
く
る
お
や
つ
教
室

　
米
粉
や
白
玉
粉
を
使
わ
ず
に
、
お
米

か
ら
生
八
つ
橋
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日　
時　
11
月
11
日
㈯　
午
前
10
時
～

正
午

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階　

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

定　
員　
10
人

参
加
費　
１
０
０
０
円

持
ち
物　
手
拭
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
持
ち
帰
り
用
容
器

受
付
期
限　
11
月
９
日
㈭

講　
師　
米
農
家
・
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ー
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト　
並
木
由
美
子　
氏

◆
太
巻
寿
司
教
室

日　
時　
12
月
３
日
㈰　
午
前
10
時
～

正
午

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
調
理
実
習
室

定　
員　
20
人

参
加
費　
１
０
０
０
円

持
ち
物　

手
拭
タ
オ

ル
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
持
ち
帰
り

用
容
器

講　
師　
蓮
沼
つ
な
ぎ

の
会

◆
押
絵
教
室

日　
時　
12
月
８
日
㈮　
午
前
10
時
～

正
午

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
会
議
室

定　
員　
６
人

参
加
費　
６
０
０
円

持
ち
物　
鉛
筆
・
紙

用
布
用
は
さ
み
・

ボ
ン
ド
・
目
打
ち

講　
師　
日
本
絵
手

紙
公
認
講
師

　
若
海
美
智
子　
氏

受
付
期
間　
11
月
３

日
㈮
～
17
日
㈮

※
６
・
13
日
の
休
館
日
除
く

S�

・
T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
総
合
受
付

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

　

ウ
ィ
ザ
ー
ド
ク
ラ
ブ
・
川
柳
サ
ロ
ン

課
題
「
芝
居
」

課
題
「
芝
居
」

名
演
技
コ
ロ
リ
騙
さ
れ
金
渡
す�

乙　

女

国
民
を
逆
な
で
芝
居
す
る
議
員�

和　

子

華
や
か
な
歌
舞
伎
の
舞
台
裏
は
藪�

栄

定
年
後
妻
に
主
役
を
明
け
渡
し�

た
か
し

自
転
車
の
劇
場
楽
し
紙
芝
居�

の
ぼ
る

ど
さ
回
り
学
業
よ
り
も
芸
の
道�

史　

香

再
演
の
出
来
ぬ
人
生
あ
ぁ
無
情�

ま
す
じ

声こ
わ

色い
ろ

で
一
人
芝
居
の
台
所�

三
千
代

大
舞
台
達
者
な
芸
の
お
猿
さ
ん�

み
な
み

迫
真
の
子
役
の
演
技
つ
い
涙�

弥　

生

間
が
悪
い
狸
寝
入
り
の
芝
居
下
手�

ゆ
き
子

拍
子
木
の
音
も
懐
か
し
紙
芝
居�

よ
う
こ
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千葉県事業者向け太陽光共同購入事業参加募集中
事業者の皆さまへ

　再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 に よ り、自 主 電 源 の 確 保 等 を 通 じ た エ

ネルギーの安定確保と脱炭素化を同時に進めることができます。

　こ の た び、事 業 者 の 皆 さ ま に 太 陽 光 パ ネ ル を お ト ク に 導 入 い た だ

ける共同購入事業を実施します。この機会にぜひご検討ください。

企業だけでなく、学校法人・社会福祉法人等も広く参加いただけます
太陽光発電システム導入で電気代の大幅削減！共同購入でさらにおトクに！

■電力契約　
・契 約 電 力 100kW　
・年間消費電力量　360,000kWh　
・実質電気料金単価　24円/kWh
・年 間 電 気 料 金 　約 864万円

工場を持つ企業A社

通常購入の導入費用1,270万円の場合、年間電気代削減が約190万円の場合は約7年で費用回収

スケールメリットを活かした入札の仕組み
により、導入費用低減が見込めます。

通常より短期で費用回収可能になります。

中長期に電気代が削減できます。

共同購入で導入がおトク
■太陽光発電システムの概要 
・導 入 費 用 1,270万円
・最 大 総 出 力 75kW 
・年間発電電力量　82,500kWh
・年間電気代削減　約190万円

太陽光発電システムを導入

太陽光発電システム（共同購入） オプション

EV充電器 屋根補強修繕蓄電池システム ソーラーカーポートV2B発電した電気を自家消費し、電気代を節約！

0120-203-500
受付時間10:00～18:00（土・日・祝日を除く)

登 録 方 法

施工の枠が埋まり次第
締め切らせていただく場合がございます。

参加募集期間

12.1810.2

千葉県 みんなの会社に太陽光事務局

千葉県　みんなの会社に太陽光

本事業（太陽光発電設備の共同購入支援事業）は千葉県とアイチューザー（株）が協定を締結して実施しています

山武郡市広域水道企業団からのお知らせ山武郡市広域水道企業団からのお知らせ ☎0475-55-7851（代表）
http://www.water-sansui-ki.jp/

○令和4年度決算の概要について
　令和5年8月28日に開催されました企業団議会8月定例会において、令和4年度の決算が次のとおり認定さ
れました。
　今後も給水人口の減少
に伴い給水収益の増加が
見込めない中で、老朽化
した水道施設の更新・整
備に多額の費用が必要と
なり、経営環境は厳しい状
況が続くものと予想され
ますが、「中長期経営プラ
ン2016」に沿って計画的に
事業を実施し、経営の健
全化に努めてまいります。
○水道料金のお支払いは、便利で確実な口座振替で！
　口座振替は、一度のお手続きでお客様の口座から自動的に水道料金が支払えるとても便利な制度です。
　口座振替の手続きは簡単です
①使用水量等のお知らせや納入通知書など、お客様番号が確認できるもの
②通帳　③届出印
　以上の３つをお客様の口座のある金融機関へご持参ください。
また、郵送による口座振替の手続きも行っておりますので、ご希望の方は山武郡市広域水道企業団 お客
様センター（0475-50-4132）までご連絡ください。

〔取扱金融機関〕　千葉銀行　千葉興業銀行　京葉銀行　三井住友銀行　ゆうちょ銀行　銚子商工信用組合 
千葉信用金庫　銚子信用金庫　中央労働金庫　山武郡市農業協同組合　東日本信用漁業協同組合連合会

補てん財源※
15億7,413万円

水道料金
37億1,007万円

（お客様からいただく料金）

建設改良費
21億9,875万円受水費

26億3,961万円
（九十九里地域水道企業団
  から浄水を購入する費用）

収　入
7億1,016万円

工事負担金等
5,428万円 

市町補助金
3億1,886万円 

県補助金
2億9,357万円 

企業債
3億5,430万円 

企業債償還金
8,554万円 

※補てん財源とは
　減価償却費などの現金支出を
　伴わない内部に留保される
　資金のこと。 

減価償却費
10億4,825万円

（固定資産価値の減少分を費用化するもの）

人件費
2億5,209万円

委託料
3億648万円

その他
4億1,801万円 

当年度純利益
1億7,782万円 

長期前受金戻入
3億2,070万円

その他
1億9,906万円

収　入
48億4,226万円

支　出
46億6,444万円

支　出
22億8,429万円

国庫補助金
3億158万円 

【収益的収支（税抜）】 【資本的収支（税込）】

山武郡市広域水道企業団
マスコットキャラクター

さんすいちゃん
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さんむ医療センターだより

今回のテーマは「おしり」

おしりを鍛えて、歩行の改善、代謝をあげて、ヒップアップを目指しませんか？

みなさん、こんにちは。
さんむ医療センターリハビリテーション課理学療法士の鶴岡です。
今回は、お家でできる自分ケア「おしり」の運動について、お伝えします。

★「おしり」の筋力の重要性
　おしりの中にも色々な筋肉が存在しており、その中の大

だい
殿
でん

筋
きん
（図１）に注目をしていきます。

大
だい

殿
でん

筋
きん
は「おしり」のふくらみを作る筋肉で歩行時に姿勢の安定を図る筋力と共に歩行時の加速に働く

筋力です。さらに歩行の加速時には、ほぼ100％の出力で働いています。
おしりを鍛えることで、歩行の改善を図りましょう。

大
だい

殿
でん

筋
きん
とは……おしり（殿部）の大きな筋肉で、立ち上

がる時、階段を上る時、跳躍時、歩行時に使われます。

★大殿筋(だい.でん.きん)を鍛える方法（一例）
　やり方
　１　�仰向けになり両手を頭の上に組み、頭を少し地面から浮かせます。

（写真1）
　２　�膝を90°曲げゆっくりと「おしり」の筋肉に力が入る所まで天井に持

ち上げます。（写真2）
　３　ゆっくりと息を吐きながら5秒～ 10秒程度保持します。
　４　これを１日10回3セット行います。
　注１　頭を上げるのが辛い時は少し高い枕に頭を上げると良いです。
　注２　行っている最中に痛みが出たら中止してください。

図１

写真1 写真2

図1

浮かせる

・ゆっくり息を吐く
・おしりが固くなることを意識
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３
館
共
通 

※�
図
書
館
の
開
館
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
等
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、図
書

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H�https://lib.city.sam
m
u.lg.jp

松
尾
図
書
館 

�

☎
０
４
７
９（
８
０
）８
０
６
６

〈
借
り
て
う
れ
し
い
！
リ
サ
イ
ク

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
〉

期
間　
11
月
30
日
㈭
ま
で

場
所　
松
尾
図
書
館

対
象　
幼
児
～
一
般

内 

容　
本
を
借
り
て
期
間
中
に
ス
タ

ン
プ
を
た
め
る
と
、リ
サ
イ
ク
ル

本
が
５
冊
も
ら
え
ま
す
。

※�

リ
サ
イ
ク
ル
本
が
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

〈
秋
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
作
り
〉

期
間　
11
月
18
日
㈯
～
30
日
㈭

場
所　
松
尾
図
書
館

対
象　
幼
児
～
一
般

内 

容　

秋
の
自
然
物
を
用
い
て
、

し
お
り
作
り
を
し
ま
す
。

〈
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
は
な
し
会
〉

日
時

①
11
月
18
日
㈯　
オ
リ
ー
ブ

②
11
月
25
日
㈯　
そ
ら

　
各
日
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
松
尾
図
書
館

成
東
図
書
館 

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
２
９
９

〈
お
し
ご
と
リ
ブ
ラ
ボ
〉

　

図
書
館
で
お
仕
事
を
し
て
、ス

タ
ン
プ
を
貯
め
る
と
、お
買
い
物
が

で
き
る
よ
！

日
時　
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
成
東
図
書
館

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

内 

容　
図
書
館
で
お
仕
事
を
す
る

と
、ス
タ
ン
プ
が
た
ま
り
ま
す
。

図
書
館
だ
け
で
使
え
る
お
金
に

換
え
て
、
図
書
館
で
お
買
い
物

が
で
き
ま
す
。
自
分
の
お
店
を

出
し
て
、手
作
り
し
た
物
を
売
っ

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈『
お
し
ご
と
リ
ブ
ラ
ボ
』ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
〉

募 

集
期
間　
11
月
7
日
㈫
～
25
日
㈯

日
時　
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

①
午
前
９
時
～
午
後
0
時
30
分

②
正
午
～
午
後
3
時
30
分

※�

短
時
間
で
も
募
集
し
ま
す
。
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　
成
東
図
書
館

対
象　
一
般（
高
校
生
以
上
）

内 

容　
子
ど
も
た
ち
の
工
作
の
補

助
な
ど
、簡
単
な
作
業
で
す
。

〈
図
書
館
冬
の
本
ま
つ
り
〉

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を

お
持
ち
い
た
だ
い
た
り
、図
書
館
の

本
を
借
り
て
い
た
だ
く
と
チ
ケ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。チ
ケ
ッ
ト
の

枚
数
に
合
わ
せ
て
、リ
サ
イ
ク
ル
の

本
を
差
し
上
げ
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
お
渡
し
期
間

　
11
月
７
日
㈫
～
12
月
３
日
㈰

日
時　
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
成
東
図
書
館

※�

ご
家
庭
の
本
が
50
冊
を
超
え
る

場
合
は
、
事
前
に
成
東
図
書
館

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〈
は
な
ま
る
サ
ロ
ン
さ
ん
む
〉

日 

時　
11
月
８
日
㈬　
午
前
10
時
～

場
所　
成
東
文
化
会
館�

視
聴
覚
室

対
象　
一
般（
シ
ニ
ア
世
代
）

内 

容　
み
ん
な
で
お
話
を
し
な
が

ら
、
生
き
が
い
作
り
や
仲
間
作

り
を
し
ま
せ
ん
か
。知
ら
な
か
っ

た
地
域
の
情
報
や
、
趣
味
や
健

康
に
関
す
る
本
の
貸
出
、
薬
剤

師
さ
ん
に
お
薬
の
相
談
、
補
聴

器
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

〈
お
は
な
し
会
〉

日 

時　
11
月
11
日
㈯　
午
前
11
時

～
11
時
30
分

対
象　
幼
児
・
児
童

場
所　
成
東
図
書
館

〈
カ
リ
ー
ス
さ
ん
の
え
い
ご
DE
ク

リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
〉

日 

時　
12
月
９
日
㈯　
午
前
11
時
～

場
所　
成
東
文
化
会
館�

視
聴
覚
室

対
象　
幼
児
・
児
童

定
員　
40
人

申
込　
11
月
14
日
㈫
～

※
来
館
受
付
、電
話
不
可

内 

容　
英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
工
作
、手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

〈
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
つ
か
い
こ
な
す
！
〉

日 

時　
11
月
18
日
㈯　
午
後
１
時

～
４
時

場
所　
成
東
文
化
会
館�

視
聴
覚
室

対
象　
中
学
生
以
上

定
員　
10
人

申
込　
11
月
３
日
㈮
～

講 

師　
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
日
本
版
管
理

者
を
務
め
た
海
獺
氏（
ラ
ッ
コ
さ
ん
）

内 

容　
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報

に
関
す
る
講
座
や
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

の
編
集
体
験
な
ど
が
で
き
ま
す
。

さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館 

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）９
１
０
１

〈
お
は
な
し
会
〉

日 

時　
11
月
25
日
㈯　
午
後
２
時

～
２
時
30
分

対
象　
幼
児
・
児
童

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

　
�

リ
ハ
ー
サ
ル
室（
さ
ん
ぶ
の
森
図

書
館
と
同
じ
建
物
で
す
）

〈
冬
の
わ
く
わ
く
ブ
ッ
ク
セ
ッ
ト
〉

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
の
絵
本
を

セ
ッ
ト
に
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

期 

間　
11
月
17
日
㈮
～
12
月
24
日
㈰

場
所　
さ
ん
ぶ
の
森
図
書
館

対
象　
幼
児
・
児
童

数 

量　

50
セ
ッ
ト（
な
く
な
り
次

第
終
了
）

〈
冬
の
お
は
な
し
会
〉

　
「
人
形
劇
す
ぎ
の
こ
」に
よ
る
お

は
な
し
会
。

日 

時　
12
月
９
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル

内 

容　
人
形
劇『
北
風
と
少
年
』ほ
か

対
象　
幼
児
・
児
童

入
場　
無
料（
申
込
不
要
）

11月の
休館日

1
日
㈬・
2
日
㈭・
6
日
㈪・

13
日
㈪・
16
日
㈭・
20
日
㈪・

24
日
㈮・
27
日
㈪

【新刊紹介】　Selected boo【新刊紹介】　Selected bookk
■『宿根草のナチュラルガーデン』

荻原　範雄／著� <NHK出版>
　一度植えるだけで、毎年花を咲
かせる宿根草。宿根草のスペシャリ
ストが、宿根草ほか346種の植物と、
植え場所や栽培方法を紹介します。
初めての方でも育てやすい宿根草、
手軽にガーデニングを始めたい方
におすすめの本です。
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相談名 期日 時　間 場　所 問い合わせ先

人
権・行
政
相
談

人権相談 7日㈫

13：30～16：30�
（受付は16：00まで）

山武福祉センター

市民自治支援課
生活安全係
☎0475（80）1271

人権相談
14日㈫ 山武市役所

行政相談

人権相談
21日㈫

山武福祉センター

行政相談 松尾IT保健福祉センター

人権相談 28日㈫ 蓮沼出張所

人権相談 12/5㈫ 山武福祉センター

消費生活相談

月～金�
（祝日を
除く）

９：00～12：00
13：00～16：30 山武市役所

山武市消費生活センター
☎0475（82）8453

土 　９：00～16：00

電話相談のみ

千葉県消費者センター
☎047（434）0999

日・祝日 10：00～16：00 消費者ホットライン
☎188番

心
配
ご
と
相
談

一般相談
（当日受付可
事前予約もで
きます）

7日㈫

13：30～16：30�
（受付は16：00まで）

山武福祉センター

山武市�
社会福祉協議会
☎0475（82）7102

14日㈫ 成東老人福祉センター

21日㈫
山武福祉センター

松尾IT保健福祉センター

28日㈫ 蓮沼出張所

12/5㈫ 山武福祉センター

弁護士相談
（要予約）

1日㈬

13：30～16：30

蓮沼出張所

8日㈬ 山武福祉センター

15日㈬ 成東老人福祉センター

22日㈬ 松尾IT保健福祉センター

12/6㈬ 蓮沼出張所

税理士による無
料相談（要予約）

1日㈬ 10：00～15：00�
（受付　平日９：
00～12：00）

東金商工会館3階
県税理士会
東金支部�
☎0475（50）632215日㈬

ナイター無料相
続登記相談会
（要予約）

14日㈫ 18：00～21：00
東金中央コミュニ
ティセンター
（旧東金中央公民館）

すずらん司法書士
事務所
☎0475（51）5021

交通事故巡回
相談（要予約） 22日㈬ 10：00～15：00�

（受付は14：30まで）山武市役所
市民自治支援課
生活安全係
☎0475（80）1271

障害年金無料
個別相談会
（要予約）

12/5㈫ 13：00～16：30 成東中央公民館
NPO法人みんなで
サポートちば
☎070（1541）7661

各種無料相談窓口

　　　休日納税・相談窓口〈要電話予約〉休日納税・相談窓口〈要電話予約〉
　日　時　11月26日㈰　午前9時～午後5時
　場　所　市役所　収税課
　�　平日に納付や納税相談ができない方は、ぜひ
ご利用ください。
　�　口座振替も予約不要で申し込み可能（キャッ
シュカードをお持ちください）。
T収税課　☎0475（80）1151

　休日証明窓口休日証明窓口
　日　時　11月26日㈰　午前9時～午後5時
　場　所　市役所　市民課・課税課
○戸籍・住民票関係（住民票写し、戸籍に関す
る証明書、印鑑登録証明書、住所証明書の交付、
印鑑登録新規・廃止の受け付け）
※住民票の異動手続きはできません。
T市民課　☎0475（80）1141
○市県民税関係（所得・課税・非課税証明書の交付）
T課税課　☎0475（80）1281

納期のお知らせ
　国民健康保険税　第5期11月30日㈭
滞納のない「納税推進のまち」宣言！！

11月

☎0475（80）5020　
※�天候等により中止となるイベントがあります。

3日（金・祝） 生餅・赤飯等の販売、乾物の販売

５日㈰ 焼き鳥・揚げ物の販売、歌謡ショー【香川みどり】

12日㈰ 生餅・赤飯等の販売、焼き鳥・揚げ物の販売、�
クロワッサンたい焼きの販売、乾物の販売

18日㈯ カレーボール・磯揚げ・ハンペンの販売

19日㈰ 生餅・赤飯等の販売、カレーボール・磯揚げ・�
ハンペンの販売

23日（木・祝） お好み焼きの販売

26日㈰ 生餅・赤飯等の販売、クロワッサンたい焼きの
販売、乾物の販売

〇煎りたて珈琲の店頭販売　土・日・祝
○ガパオライス・パッタイ等の販売　土・日・祝
○本場インド料理（ケバブ・カレー等）の販売　土・日・祝
〇焼きぎょうざの販売　土・日
※レストラン蓮味は、土・日・祝日イワシ・野菜の天ぷら等のテント販売を行います。

お近くのコンビニエンスストアまたは一部の
スマートフォン決済アプリでも納付できます。《 》

　 納期限までに納付しないと、延滞金が加算されます。

納税には便利な「口座振替」をご利用ください！

11月中に口座振替を申し込みする
と抽選で限定『山武市キャラクター
卓上カレンダー』をプレゼント!!
詳細はP.12を見てね♪
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←各園の連絡先は
こちら

休日当番医テレホンガイド　☎0475（50）2531

休 日 当 番 医 保 健 カ レ ン ダ ー

今月のこども園・幼稚園開放
開放時間　９：30～11：00

山武市の人口（10月1日現在）（前月比）
人口 48,505�人 （－62）
男 24,564�人 （－ 4）
女 23,941�人 （－58）
世帯数 22,624世帯 （－ 6）

9月の異動
増 転入 164�人 出生　10�人 その他　10�人
減 転出 163�人 死亡　65�人 その他　18�人

火災（9月）
建物火災 0 �件
その他火災 2 �件

交通事故（9月）
人身事故件数 9��件
死亡者数 0�人

※都合により変更になる場合があります。休日当番医テレホンガイドで
ご確認ください。
・専門以外は診療できない場合があります。
・診療時間　9:00～17:00
※昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
※電話番号をご確認の上、お問い合わせください。
●山武郡市急病診療所（年中無休、受付時間20：00～21：45）
　☎0475（50）2511

期日 +休日当番医

3
日

（金・祝）

鈴木クリニック（大網白里） ☎0475(71) 2033

岩崎医院（山武） ☎0479(86) 2217

5
日
㈰

まさきクリニック（九十九里） ☎0475(78) 6868

花城医院（山武） ☎0479(86) 2233

12
日
㈰

とうがね中央糖尿病腎クリニック(東金) ☎0475 (54) 2421

髙根病院（芝山） ☎0479(77) 1133

19
日
㈰

ふるがき糖尿病循環器クリニック（大網白里） ☎0475 (70) 0801

宇井医院（山武） ☎0475(86) 2522

23
日

（木・祝）

城西クリニック（東金） ☎0475(52) 8181

明海クリニック（山武） ☎0475(80) 5355

26
日
㈰

はにや内科（大網白里） ☎0475(70) 1500

睦岡クリニック（山武） ☎0475(80) 8001

1日㈬　�なるとうこども園
7日㈫　おおひらこども園
8日㈬　しらはたこども園、まつおこども園
14日㈫　�なるとうこども園
15日㈬　なんごうこども園
16日㈭　�日向幼稚園
21日㈫　�なるとうこども園、おおひらこども園
22日㈬　しらはたこども園
29日㈬　�まつおこども園
詳細については、�
各園にお問い合わせください。

母子保健係　☎0475(80)1172

内　　容 期　日 受付時間 場　　所

3歳児健診 7日㈫ 13:00～14:00

成東保健福祉センター１歳６か月児健診 8日㈬ 13:00～14:00

２歳６か月児歯科健診 9日㈭ 9:00～ 9:30

いい歯モグモグクラス 13日㈪ 9:45～10:00 成東保健福祉センター（申し込み制）

乳児健診 14日㈫ 13:00～14:00 さんむ医療センター

すくすく広場
15日㈬ 9:30～11:00

おおひらこども園
(子育て支援センター )
（申し込み制）

12/1㈮ 10:00～11:00
旧むつみのおか幼稚園
(すぎっこくらぶ)
（申し込み制）

産後セルフケア 16日㈭ 9:30～10:00

成東保健福祉センター
（申し込み制）

ベビーサロン
（第1子優先） 27日㈪ 13:45～14:00

はじめての離乳食教室 28日㈫

（ステップ）
10:15 ～10:30
（基礎）
13:15 ～13:30

親子相談 30日㈭ 9:00～12:00

成人保健係　☎0475(80)1171
内　　容 日　　時 場　　所

ヘルスアップ教室 9日㈭・27日㈪
申込み制 山武市役所

健康づくりセミナー 17日㈮
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公募型　救命講習会開催のお知らせ

　山武郡市広域行政組合消防本部
では、①普通救命講習会（公募型）
②上級救命講習会（公募型）を開
催しております。この講習会は、
AEDを使用した心肺蘇生法を中心
に、傷病者の管理方法、異物除去
法、①では止血法など②では搬送
法および固定法などの応急手当の
知識・技術を習得するものです。
日時　①12月２日㈯９時～12時
　②12月３日㈰９時～17時
場 所　山武郡市広域行政組合消防本
部３階講堂（東金市家徳384-2）

募 集対象　山武郡市広域行政組合
消防本部管内に在勤または在住
で13歳以上の方（先着30人）

申込期間　11月６日㈪～24日㈮
受講料　無料
そ の他　動きやすい服装、筆記用
具（②のみ昼食持参）、修了証の
郵送用封筒（宛先記入のうえ、
84円切手貼付）をご用意ください。

S���・T　山武郡市広域行政組合消
防本部　警防課救急係
　☎0475(52）8752（平日9時～17時）
　F0475（55）0131
　Mfd.keibou@sanbukouiki-chiba.jp
※�申込時の伝達事項は、住所、氏名、
生年月日、連絡先電話番号となります。

しおさい祭り2023

　毎年開催している地元のお祭り
です。お気軽にお越しください。
日時　11月５日㈰９時～15時
場所　本須賀第２区公民館しおさい
T　海保　📱080（6523）5486

千葉県立旭高等技術専門校  
 令和６年度４月入校生募集
訓練科
　①NC機械加工科（１年コース）
　②自動車整備科（２年コース）
募集締切　12月１日㈮
選考日　12月14日㈭
入校日　令和６年４月５日㈮
その他　随時施設見学可能です。
※詳しくはお問い合わせください。
S���・T　千葉県立旭高等技術専門校
　☎0479（62）2508
音葉ウインド・オーケストラ  
 第27回　定期演奏会
　吹奏楽の演奏会を通して、音楽
に親しんでください。
日時　11月26日㈰開場13時30分
　開演14時
場所　さんぶの森文化ホール
入場料　無料
そ の他　詳細は音葉ウイン
ド・オーケストラホーム
ページをご覧ください。

T　音葉ウインド・オーケストラ
　小岩　📱090（4170）3771
Hhttps://www.otoha-wind.com/

千葉県最低賃金改正のお知らせ

　千葉県最低賃金は、令和５年10
月1日から時間額1026円に改正さ
れました。最低賃金の詳しい内容
につきましては、千葉労働局労働
基準部賃金室《☎043（221）2328》
または最寄りの労働基準監督署に
お問い合わせください。
Hhttps://jsite.mhlw.go.jp/
chiba-roudoukyoku/

成田赤十字病院公開健康講座

　女性の健康～更年期の生活をイ
キイキ過ごすために～
日時　12月２日㈯14時～15時30分
場 所　赤坂ふれあいセンター　大
会議室

講師　大見謝　真澄【おおみしゃ
　ますみ】（同病院看護係長）
定員　80人
参加費　無料
申 込方法　同病院社会課《☎0476
（22）2311内線7508》電話または
　�（https://www.narita.jrc.or.jp/
form/lecture/kenkokoza/）で
11月1日㈬から受け付けます。
※�詳しくは同病院社会課へお問い
合わせください。

みんなで地域に元気な笑顔を  
 「あかり」ふれあい感謝祭
　地域の野菜でおなかを満たし、
あかりの庭園で心を満たす。小さ
な小さな空間ですが、地元の日用
品などのバザー、ハンドメイド小
物のワークショップ＆マルシェ、
バルーンアートの実演など、楽し
く笑って過ごせるイベントを企画
中。さんぶ野菜たっぷりのおなか
膨れるメニューは当日のお楽しみ。
日時　11月12日㈰11時30分～15時
場 所　カフェ&キッチンあかり（山
武市美杉野2-2-11）
※�さんぶの森元気館玄関前駐車場
への駐車はご遠慮ください。

T　山本　☎0475（77）8415

広　　告

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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第99回ウォーキングサロン  
 「泉自然公園の紅葉」参加者募集
日時　12月9日㈯雨天中止
集合　成東駅前観光交流センター
　９時50分
交 通　千葉フラワーバス成東駅前
10時20分発乗車

コ ース　バス停→泉自然公園入口
→公園内散策（昼食・休憩）→バ
ス停（15時５分成東行き乗車）→
成東駅前（歩程約４キロ）

締切　11月30日㈭
そ の他　①弁当、飲み物、敷物　
各自持参②会費200円（当日集金）

S���・T　ウィザードクラブ・岩井
　📱090（3593）2860
Hhttps://www.wizardclub.org/
囲碁クラブ活動再開  
 新規会員募集
　クラス別リーグ戦やトーナメント戦
など大会の開催をはじめ、初心者を
対象とした勉強会、会員相互の親睦
を図るための懇親会などを行います。
日時　毎週月～日曜日（金曜を除く）
　�平日９時～22時、土曜日９時～
21時、日曜日９時～20時

場所　さんぶの森元気館　教養娯楽室
参加費　年間1500円
S���・T　元気館囲碁クラブ　
　代表　島田　📱080（6555）9858

成東写友会　写真展示会

日 時　11月11日㈯～19日㈰９時～17
時（初日11日は13時～、最終日19日
は16時まで）※13日の休館日を除く

場所　成東中央公民館
T　成東写友会　関　俊之
　📱090（5436）1208

令和５年度山武市芸術文化協会  
 カラオケ部会発表会
日時　12月10日㈰9時30分開演
場所　成東文化会館のぎくプラザ
　ホール
T�　山武市芸術文化協会カラオケ部会
部会長　土田　📱090（8845）2680

このゆびとまれ語りの会  
 テラブレーションinさんむ
　11月は日本はテラブレーション
の月、語りの心の交流の祭りです。
日 時　11月12日㈰　開場13時、開演
13時30分～15時30分�（入場�無料）

場所　成東文化会館のぎくプラザ
　２階　視聴覚室
T　小林　📱080（5688）4670

城西国際大学からお知らせ

　11月12日㈰大学祭で18時20分
から5分程度の花火打ち上げによ
り、大学周辺道路で交通規制があ
りますのでご了承ください。
T　城西国際大学　学生サービス課
　☎0475（55）8808

赤十字防災ボランティア登録説明会

　赤十字、防災ボランティア、心肺蘇
生、AEDなどについて（山武市後援）
日 時　11月11日㈯13時30分～15
時30分

場 所　成東文化会館のぎくプラザ
　２階　視聴覚室
その他　動きやすい服装
T�　赤十字防災ボランティア
　千葉県第５ブロック　代表　宇田　一正
　📱090（6164）8205
　地区担当者　伊藤　芳徳
　📱090（9967）5486

技能・技術を身に付け、再就職を！
 公共職業訓練受講者（２月生）募集
　再就職を希望する方を対象に、
専門的知識や技能を学ぶための職
業訓練を実施しています。
訓 練科　①CAD・NCオペレーショ
ン科�②建築CAD・サービス科

定員　①24人　②32人
訓練期間　６カ月
場 所　ポリテクセンター千葉（千
葉市稲毛区）

募集期間　11月14日㈫～12月19日㈫
入所選考　令和６年１月９日㈫
　筆記および面接
申込先　住所を管轄するハローワーク
受 講料　無料（テキスト、作業服
などの費用は自己負担）

説明会　12月12日㈫13時～
※�要予約、ポリテクセンター千葉
にお電話でお申し込みください。

T　ポリテクセンター千葉　
　訓練第一課　☎043（422）4810
令和５年度秋季市民野球大会  
 参加チーム募集
　市民の交流の場となる様、地区、
会社、仲間内など、即席チームも
大歓迎！ジャージ、運動靴可。用
具の貸し出し有り。
日 時　11月12日㈰、19日㈰（雨天
順延）各日９時～

場所　成東総合運動公園野球場他
参加資格　中学生以上（男女不問）
参加費　１チーム　5000円
競 技方法　予選リーグ、決勝トー
ナメント方式

T　山武市野球連盟　杉山
　📱090（9399）2435
　Mcap_43ks@yahoo.co.jp

広　　告

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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火、金　19時～21時火、金　19時～21時
水　　17時～18時30分水　　17時～18時30分
土　　９時～12時土　　９時～12時

成東総合運動公園陸上競技場�他成東総合運動公園陸上競技場�他
代表：浅野�代表：浅野�📱📱090（8850）899090（8850）89900

小学3年生から参加できるチーム小学3年生から参加できるチーム
です。運動神経の成長がピークをです。運動神経の成長がピークを
迎えるゴールデンエイジ期※の�迎えるゴールデンエイジ期※の�
子ども達に色々なトレーニングを子ども達に色々なトレーニングを
取り入れ、楽しく成長をサポート取り入れ、楽しく成長をサポート
しています。しています。

※ゴールデンエイジ期とは、9～12歳頃を※ゴールデンエイジ期とは、9～12歳頃を
指し、一生のうちで最も運動神経を良くす指し、一生のうちで最も運動神経を良くす
ることができる時期といわれています。ることができる時期といわれています。

この日はパラリンピック、国際大会この日はパラリンピック、国際大会
に出場経験のある選手の方たちもに出場経験のある選手の方たちも
練習に来ていました。彼らが本格練習に来ていました。彼らが本格
的に陸上を始めたのは中学生から的に陸上を始めたのは中学生から
だそうです。彼らの走り方やスピーだそうです。彼らの走り方やスピー
ドは子ども達に新しい発見と感動ドは子ども達に新しい発見と感動
を与えていました。（下記写真）を与えていました。（下記写真）

陸上競技記録会に参加していた「成東中学校　陸上部」陸上競技記録会に参加していた「成東中学校　陸上部」
の皆さんにも話を伺いました。の皆さんにも話を伺いました。

●成東中学校　陸上部●●成東中学校　陸上部●

JAPAN

市民記者が
行く

「市内でがんばる子どもたち」をテーマに
山武市少年スポーツクラブ連合会加盟団体をご紹介します(Voｌ.5)

ACさんむ（陸上競技）

ライバルに勝ちたい！

長距離を走り終わった後の達成感が最高！

足が速くなりたい！

陸上は走りの奥が深い！！

マラソン大会で１位
になりたい！

お兄ちゃんとお姉ちゃんが楽し
そうにやっていたからはじめたよ！

練習した分だけタイムが伸びるのでやりがいがあります！

走り方や腕の振り方を変える
だけでタイムが全然違います
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T　成東文化会館� ☎0475（82）5222
　　さんぶの森文化ホール　☎0475（8０）９７００

出　演　加藤克樹（ドラム）、青木知生（サックス）、
　　　　松下聖哉（ピアノ）、鹿島達彦（ベース）
日　時　11月17日㈮　開演19：00（20：40終演予定）
場　所　成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料　�1000円　全席自由　
� ※当日券のみの販売とさせていただきます。
内　容　秋夜のジャズ、音楽と歌声の調べに酔いしれてみませんか。

日　時　12月17日㈰
　　　　第１部� 10：00～「おかしな奴」1963年 /110分
� � 12：15～「喜劇�急行列車」1967年 /90分
　　　　第２部� 14：30～「吹けば飛ぶよな男だが」1968年 /91分
� � 16：25～「あゝ軍歌」1970年 /89分
場　所　成東文化会館のぎくプラザ　ホール
入場料　第１部 /第２部入替制（各２作品）
� 各部500円　全席自由
内　容� �優れた映画を鑑賞していただくとともに、映画保存へ

の理解を深めていただくことを目的に、文化庁と国立
映画アーカイブと共同で主催しています。

令和５年度優秀映画鑑賞推進事業「日本名作映画祭」

サロンコンサート vol.243
加藤克樹カルテット

～秋のジャズサックスとジャズボーカルの夕べ～ 

矢指神社扁額　元治元年（1864）江戸時代
蓮沼西岡区�矢指神社蔵　山武市指定文化財

お互いの安全のため、ご来場の際にはマスクの着用を推奨します。

11月の休館日　6日㈪、7日㈫、13日㈪、20日㈪、24日㈮、27日㈪

　「箭
や

挿
さ し

社
し ゃ

」と社名を刻んだ扁
へ ん

額
が く

で、元治元年
（1864）に佐倉藩士が献納したものと言う。箭
指（矢指）という名は、源頼朝が九十九里浜の
長さを一里ごとに矢を立てて計ったとする伝
承に由来。ちょうど中央に当たる場所に矢十
本を納めて御神体としたと言うのだ。
　加えて、領主旗本津田氏が奉納した頼朝像
もあり市の文化財となっている。これもなかな
か立派なものだ。
　九十九里浜とは、「百里にも及ぶほど長い」
と誰となく言い始めたのだろうが、後世そこに
英傑の話を重ねたのが矢指神社の起源。それ
を江戸期に、いわば他

よ

所
そ

者
も の

である武士たちが
彩っているのは興味深い。地

ち

誌
し

・伝承は消え
やすいもの。ある時点時点で残そうとする努
力があってこそ生き延びる。そうしたものがな
いと地域は無味になってしまう。我々は地域
文化財を忘れてはいけない…。
� 濱名徳順（山武市文化財審議会会長）

文化会館催し物

加藤克樹 松下聖哉青木知生 鹿島達彦

広　　告

さんむ文化財ギャラリー㉗さんむ文化財ギャラリー㉗

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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平
洋
沖
地
震
の
際
に
、
停
電
・
断
水
・

ガ
ス
停
止
を
経
験
し
た
各
区
の
役
員
が

企
画
し
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
赤

千
葉
県
支
部
の
協
力
を
得
て
、
袋
に
空

気
を
残
さ
な
い
結
び
方
や
災
害
用
炊
き

出
し
米
の
作
り
方
を
学
び
、
炊
き
上
が

り
後
に
非
常
用
常
温
カ
レ
ー
を
か
け
食

べ
る
実
践
を
行
い
ま
し
た
。
袋
の
炊
き

出
し
は
初
め
て
の
方
が
大
半
で
し
た
が
、

「
忘
れ
な
い
う
ち
に
自
宅
復
習
に
励
む
」

と
、
和
や
か
な
中
に
も
、
日
頃
の
備
え
を

意
識
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
気
を
引

き
締
め
て
い
ま
し
た
。

③
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
区
、
自
治
会
単
位
で
組
織
し

た
自
主
防
災
組
織
に
40
万
円
を
限
度
に

防
災
用
資
機
材
の
購
入
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
設
の
自
主
防
災
組
織
に
対

し
て
も
３
～
７
万
円
を
限
度
に
防
災
訓

練
等
の
活
動
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
か
ら
く
ら
し
を
守
る 

①
成
東
小
学
校
社
会
科
学
習

成
東
小
４
年
生
が
熱
気
あ
ふ
れ
る
防

災
学
習
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
当
時
の
津
波
の
被
害
映
像
が

大
型
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
と
身
を
乗
り

出
し
て
、
画
面
を
見
つ
め
る
子
ど
も
た

ち
。大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
う
け
た
石

巻
市
立
旧
大
川
小
学
校
の
事
例
か
ら
学

び
ま
す
。「
な
ぜ
多
数
の
児
童
が
犠
牲
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。」と
、
先
生
が
小

学
校
の
位
置
図
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
問
い
か
け
ま
し
た
。「
海

に
近
か
っ
た
ら
。」な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
震
災

発
生
か
ら
の
経
過
資
料
が
配
付
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
当
時
の
大
川
小

学
校
は
津
波
が
来
な
い
想
定
地
域
だ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
災
害
発
生
時
か
ら
避

難
ま
で
50
分
間
も
の
時
間
が
か
か
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
様
子
で
す
。
授

業
で
は
、
当
時
の
大
川
小
に
は
津
波
が

来
な
い
と
思
い
油
断
し
て
日
頃
の
訓
練

や
備
え
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る

「
迷
い
」が
大
き
な
犠
牲
に
つ
な
が
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ「
成
東
小

も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
津
波
は
来
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
想
定
以
上

の
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
ら
・
・
」と
続

け
ま
し
た
。
そ
の
話
に
教
室
内
が
一
瞬

静
ま
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
災
害

を
自
分
事
と
捉
え
て
考
え
る
学
習
の
ま

と
め
は「
災
害
に
想
定
外
は
な
い
。
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
て
い
れ
ば
、
自
分
が

助
か
る
こ
と
も
誰
か
を
助
け
る
こ
と
も

で
き
る
。」と
授
業
が
し
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。
後
日
、
子
ど
も
た
ち
が
自
発
的

に
家
族
で
災
害
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た

り
、津
波
の
速
さ
を
調
べ
た
そ
う
で
す
。

全
部
で
10
回
行
わ
れ
る
防
災
の
授
業
で

は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
災
害
の

危
険
性
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

下
町
地
区（
成
東
）自
主
防
災
会
炊
き

出
し
訓
練

８
月
下
旬
、
下
町
一
丁
目
と
五
丁
目

地
区
自
主
防
災
会
は
、
こ
ま
つ
公
園（
下

町
地
区
）で
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
、
昭
和
62
年
千
葉
県

東
方
沖
地
震
と
平
成
23
年
東
北
地
方
太

詳
細
は
消
防
防
災
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

成
東
小
児
童
稲
刈
り
体
験

成
東
小
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
春

に
田
植
え
を
行
っ
た
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り

を
実
施
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
扱
い

慣
れ
な
い
鎌
の
使
い
方
を
農
業
委
員
の

井
野
敬
一
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
懸

命
に
刈
り
取
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
刈
り
取
っ
た
新
米
を
食
べ

る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
♪
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旧
蓮
沼
中
体
育
館
で
自
衛
隊
訓
練

 　
大
規
模
災
害
等
発
生
時
に
、
山
武
市

の
救
援
活
動
を
担
当
す
る
陸
上
自
衛
隊

第
一
空
挺
団
第
三
普
通
科
大
隊
第
八
中

隊（
習
志
野
駐
屯
地
）が
、
旧
蓮
沼
中
学

校
体
育
館
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
剣

道
の
防
具
の
よ
う
な
も
の
を
身
に
着
け

て
、
相
手
と
木
銃
で
突
き
合
う「
銃
剣

道
」と
素
手
の
戦
闘
を
想
定
し
た「
拳

法
」、
隊
員
の
熱
気
が
伝
わ
る
迫
力
あ

る
も
の
で
し
た
。
近
年
は
、
市
内
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
令
和
元
年
房
総
台

風
時
の
倒
木
撤
去
、
給
水
支
援
や
屋
根

の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動

 

～
拾
う
心
よ
り
捨
て
な
い
心
～

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
協
会
に
よ
る「
第
21
回
九
十

九
里
浜
全
域
清
掃
大
作
戦
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
で
も
本
須
賀
海
岸
か
ら

殿
下
海
岸
の
間
で
大
勢
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
拾
う
心
よ
り
捨
て
な
い
心
」の
発
信

を
活
動
理
念
に
掲
げ
、
集
ま
っ
た
学
生

た
ち
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

早
船
の
地
に
白
蛇
出
現

 

山
武
市
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

成
東
早
船
地
区
の
武
社
早
尾
神
社

は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル（
日
本
武
尊
）が
奥

羽
遠
征
の
際
に
来
臨
し
た
言
い
伝
え
が

あ
り
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
た
緑
深
い

森
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
そ
の
早
尾
神

社
に
、
古
来
か
ら
縁
起
の
よ
い
も
の
と

さ
れ
る
白
蛇
の
目
撃
談
が
相
次
い
で
寄

せ
ら
れ
、
白
蛇
で
有
名
な
長
生
郡
の
白

子
神
社
で
祈
祷
を
う
け
た
白
蛇
の
彫
刻

品
を
ご
神
体
と
し
て
奉
納
す
る
鎮
座
式

が
地
区
の
氏
子
有
志
を
中
心
に
、
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

氏
子
の
一
人
、
大
久
保
義
宣
さ
ん
は

「
白
蛇
は
幸
運
の
象
徴
と
も
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
山
武
市
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
地
域
活
性
に
貢
献
で
き
れ

ば
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ

 
 

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
」開
催

山
武
市
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ

ザ
を
会
場
に
、「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ�

Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ�

in�

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
25
団
体
・
５

６
０
人
を
超
え
る
ダ
ン
サ
ー
が
さ
ま
ざ

ま
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
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★

〒
２

８
９

-１３
９

２
 山

武
市

殿
台

２
９

６
☎

０
４

７
５（

80）０１５２（
広

報
係

）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

h
ttp

s://w
w

w
.city.sam

m
u

.lg
.jp/

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

hishokoho@
city.sam

m
u.lg.jp

みやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した「大豆インク」
を使用しています。

広
報

さ
ん

む
は「

公
益

社
団

法
人

山
武

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
」に

委
託

し
、全

戸
配

布（
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
）を

行
っ

て
い

ま
す

。ま
た

、市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ス
マ

ホ
ア

プ
リ「

マ
チ

イ
ロ

」で
も

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
原

則
、毎

月
１

日
か

ら
３

日
ま

で
の

間
に

配
布

を
行

っ
て

い
ま

す
が

届
か

な
い

場
合

や
広

報
不

要
の

申
し

込
み

、配
布

部
数

の
変

更
は

山
武

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
☎

0479（
86）6616ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

令
和

5年
11月

1日
発

行
　

編
集

・
発

行
／

山
武

市
秘

書
広

報
課

兄妹お揃いで初めて着れた甚平。
兄の翔葵はコロナ禍で行けな
かったお祭りに初めて行けまし
た。
妹の愛菜はお兄ちゃんに抱っこ
してもらうのが大好きです。
これからも兄妹仲良く元気に
育ってほしいです。［母］
� （富口）

生まれてから毎日少しずつ成長していく
我が子にいつも感動し元気を貰っています！
自然豊かな山武市でのびのび元気に育ってほし
いです！［母］
� （津辺）

石
いし

井
い

　愛
あい

菜
な

ちゃん
R5.3.20生

石
いし

井
い

　翔
と

葵
あ

くん
R1.7.8生

平
ひら

山
やま

　結
ゆい

梛
な

ちゃん
R4.10.21生

広　　告

11月15日は七五三の日、お子さまが無事に育ったことに感謝し、これからの健やかな成長をお
祈りする行事です。～元気に、食べて、走って、遊んで～子どもの成長は楽しみであると同時に、
その笑顔に励まされた親御さんも多いと思います。よし!!明日も仕事頑張るぞ～～～（A）

今月の一言▶

※市では財源確保のため広告を掲載しています。なお、広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。


